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糖尿病と残存⻭
糖尿病は⻭周病が合併することが知られているが、
糖尿病患者は残存⻭も少ないことも明らかとなった。
当院に⼊院した糖尿病患者のうち、残存⻭数と相関
したのは、クレアチニンクリアランス (Ccr)と
GA/HbA1cだった。年齢や罹病期間、喫煙歴は相関
しなかった。

妊娠糖尿病後の糖尿病発症リスク因⼦
妊娠糖尿病になった⼥性は出産後に糖尿病を発症するリスクが
約７倍⾼いことがわかっている。どの様な妊娠糖尿病⼥性が糖
尿病あるいは耐糖能障害になるのか、当院で出産後に２年間経
過を追跡した。診断時HbA1cが5.3%以上あるいは75gブドウ
糖負荷試験において２時間⾎糖値 155mg/dl以上で糖尿病が発
症しやすいことが明らかとなった。右図の様に２項⽬揃うと2
年以内に糖尿病発症は50%以上になった。

NGT: 正常、IFGとIGT: 耐糖能障害、DM: 糖尿病
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１型糖尿病の⾎糖コントロール悪化因⼦
１型糖尿病はβ細胞の破壊に伴いインスリンが⽋乏する糖尿病で
あり、良好な⾎糖コントロールを維持するのが難しい。当院通院
中の１型糖尿病患者において、HbA1c7.0%以上の⾎糖コント
ロール不良群はBody Mass Index (BMI)が有意に⾼値であり、そ
のCutoff値は23.3kg/m2だった。BMI⾼値群では、基礎インスリ
ン投与量、体重あたりの基礎インスリン投与量が多いことがわ
かった。

オッズ⽐ 95% CI P値
BMI 0.82 0.69 - 0.96 <0.05

HbA1c>7.0に影響する因⼦

オッズ⽐ 95% CI P値
Basal Ins. 0.36 0.19 - 0.56 <0.01
B.I. / B.W. 3.0x1023 9.1x1011 - 5.7x1038 <0.01

BMI⾼値に影響する因⼦
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